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会員企業の企業紹介シートを㈱ひたちなかテクノセン
ターのホームページにて掲載しています(現在67社)。
J-PARCの研究者や研究支援の方々が 企業の検索に使用
しており、よりビジネスチャンスを広げていけるものと
考えております。掲載をご希望の方は事務局までご連絡
下さい。フォーマットシートをお送りします。

また、現在掲載中で内容の変更・更新をご希望の方も
受け付けております。掲載等に関わる費用はすべて無料
ですので、この機会にぜひご検討下さい。

２月末頃のアップデートを予定しています。

お問合わせ；いばらき量子ビーム研究センター(IQBRC)(TEL：029-352-3301)又は茨城県商工労働部産業政策課産学連携推進室(TEL：029-301-3522)

企業紹介シートを増補します

･･･ 新規受付中！

学センターと空洞製造設備を見学して、KEKの卓越した
研究の源泉を目の当たりにし､大きな触発を受けると共に
現場スタッフに種々の角度から質問していました。 最後
に全員が一堂に会し、全般的な感想の交換や 活発な意見
交換が行われ、KEKビジネスへの切口を模索しました。

***** J-PARC NEWS 発行 *****
J-PARC NEWS 第93号が発行されました。

http://j-parc.jp/ja/news/news-j.html

講演会と見学会開催（於高エネ研） 2012.11.30

1１月30日13時30分から､ つくば市の高エネルギー

加速器研究機構(KEK)に於いて、講演会と同所機械工学
センター見学会を開催しました。 当日は､ 企業を主体に
21名が参加し、最初にKEKの山中将教授(機械工学セン
ター長)から機械工学センターのご紹介を受けました。
引き続き､上野健治名誉教授から｢科学プロジェクトにお
ける機械技術の開発｣と題して、T0チョッパ・フェルミ
チョッパの開発や空洞製造設備建設への注力点や裏話を
講演戴きました。マーケットが小規模でありながら独自
開発を続けて行かねばならないジレンマも明らかにされ､

併せて、最先端技術
を支え続けるには技
術伝承の重要性も説
かれたのが印象的で
した。

その後､ 参加者は
2班に分れて 機械工

講演会会場

空洞製造設備(電子ビーム溶接設備)の見学

上野名誉教授

機械工学
センターにて

山中教授

（株）ひたちなかテクノセンターのホームページ
(http://www.htc.co.jp) の上記赤丸メニューから､
現在までの企業紹介シートを閲覧できます。

■■■ イベントのお知らせ ■■■

● ホウ素中性子捕捉療法(BNCT)講演会と
いばらき中性子医療研究センター見学会のご案内
◆日時：2/19(火) 13:30～16:30
◆場所：第一部／講演会

IQBRC １F／大会議室

第二部／見学会
いばらき中性子医療研究センター

(IQBRC敷地内)


